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特 集

子実トウモロコシ
市場拡大への道

　10年ほど前から始まった日本の子実トウモロコシ栽培。先駆者たちの活動が、
徐々にではあるが実を結びつつある。転機を迎えたといってもいいだろう。かつて
は消極的だった行政も、ようやく重い腰を上げはじめた。地域差はあるものの、バ
ックアップ体制も整えられようとしている。
　生産者にとって、飼料原料の輸入価格上昇も追い風だ。国産原料との価格差が縮
まれば、競争力も高まる。加えて、水田転作した麦などの連作障害が各地で生産者
を悩ませるようになってきた。その意味でも、輪作体系に土壌改良効果もあるトウ
モロコシを組み込む価値はある。
　とはいえ、課題もまだまだ多い。今回は、子実トウモロコシ普及に取り組んでき
た先駆者の最新情報を交えながら、市場拡大に向けた動きを特集する。

トウモロコシ輸入の現状と今後
柴田 明夫
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環境整備に向けて“団体戦”も始動
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本
稿
で
は
、
わ
が
国
が
毎
年
１
５
０

０
万
ｔ
規
模
で
輸
入
す
る
代
表
的
な
飼

料
穀
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心

に
、
22
年
の
市
場
を
占
っ
た
上
で
、
水

田
活
用
の
一
環
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

自
給
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を

論
じ
て
み
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
（
＝
農
産
物
自
由
化
）
の
下
、食
料・

飼
料
ひ
い
て
は
農
業
そ
の
も
の
を
極
限

ま
で
海
外
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
の
日

本
の
危
う
さ
が
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

高
止
ま
り
す
る
穀
物
価
格 

―
―�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と�

小
麦
価
格
逆
転
の
背
景

シ
カ
ゴ
穀
物
市
場
で
は
、
２
０
１
５

～
20
年
前
半
に
か
け
て
大
豆
、
小
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
も
比
較
的
安
定
し
た

値
動
き
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
20

年
８
月
以
降
急
騰
に
転
じ
、
大
豆
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
が
主
役
を
入
れ
替

え
る
形
で
相
場
を
牽
引
し
て
き
た
。
特

に
、
21
年
に
入
る
と
騰
勢
は
一
段
と
強

ま
り
、
５
月
に
は
、
大
豆
が
１
ブ
ッ
シ

ェ
ル
（
大
豆
、
小
麦
は
27
・
２
㎏
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
25
・
４
㎏
）＝
16
ド
ル
を

突
破
し
、
13
年
７
月
以
来
、
８
年
ぶ
り

の
高
値
を
付
け
た
。
こ
の
間
、小
麦
、ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
そ
れ
ぞ
れ
７
ド
ル
を
突

破
す
る
な
か
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
小
麦

価
格
を
上
回
る
現
象
が
生
じ
た
。
通
常
、

両
作
物
の
間
に
は
１
～
２
ド
ル
の
差
が

あ
り
、
逆
転
劇
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。

そ
の
後
、
穀
物
価
格
は
、
21
年
８
～

11
月
に
か
け
て
調
整
色
を
強
め
た
も
の

の
、
年
末
・
年
始
に
か
け
て
再
び
上
昇

に
転
じ
、
22
年
２
月
２
日
現
在
、
大
豆

15
・
45
ド
ル
、
小
麦
７
・
55
ド
ル
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
６
・
23
ド
ル
ま
で
水
準
を

切
り
上
げ
て
い
る
（
図
１
）。

シ
カ
ゴ
穀
物
市
場
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
価
格
の
騰
勢
が
強
ま
っ
た
の
は
、
20

年
10
月
以
降
で
あ
る
。
最
大
の
要
因
は

中
国
の
「
買
い
」
で
あ
る
。
特
に
、
米

国
と
中
国
両
政
府
は
20
年
８
月
、
米
国

農
産
品
の
輸
入
を
大
幅
に
拡
大
す
る
貿

易
協
議
「
第
１
段
階
合
意
」（
米
国
の

対
中
輸
出
額
を
２
年
間
で
２
０
０
０
億

ド
ル
（
約
22
兆
円
）
増
や
す
内
容
で
、

大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
５
０
０
億

ド
ル
規
模
の
農
産
物
の
購
入
を
含
む
）

の
「
進
展
」
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
中
国
は
、
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
買
い
付
け
を
本
格
化
さ
せ
た
。
米
農

務
省
に
よ
る
と
、
20
年
後
半
～
21
年
前

半
の
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
は

２
９
５
１
万
ｔ
で
過
去
最
高
と
な
っ
た

（
図
２
）。
と
は
い
え
、
中
国
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
は

２
億
７
０
０
０
万
ｔ
を
超
え
、
米
国
の

３
億
８
０
０
０
万
ｔ
台
に
次
い
で
世
界

第
２
位
の
生
産
国
で
あ
る
。
し
か
し
、

３
億
ｔ
近
い
国
内
需
要（
飼
料
用
、食
用
、

工
業
用
）
に
追
い
付
け
な
い
。

中
国
は
１
９
５
９
年
の
建
国
以
来
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、
コ
メ
な
ど
の

食
糧
に
つ
い
て
は
、
自
給
政
策
（
国
内

生
産
を
95
％
以
上
と
す
る
）
を
と
り
、

輸
入
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
か
ら
毎
年
度

５
０
０
万
ｔ
前
後
に
止
ま
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
輸
入
が
急

増
し
、
メ
キ
シ
コ
（
１
６
５
０
万
ｔ
）、

日
本
（
１
５
４
０
万
ｔ
）
を
抜
き
、
世

界
最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
国
に
躍

り
出
た
。
21
／
22
年
度
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
２
６
０
０
万
ｔ
の
輸
入
を
維
持
す

る
の
に
加
え
、
バ
ー
レ
ー
小
麦
、
ソ
ル

ガ
ム
（
穀
草
）
な
ど
を
含
む
粗
粒
穀
物

の
輸
入
量
は
５
０
０
０
万
ｔ
に
迫
る
見

通
し
だ
。
大
豆
の
輸
入
量
も
１
億
ｔ
に

達
し
、
小
麦
の
輸
入
も
１
０
０
０
万
ｔ

前
後
に
急
増
し
て
い
る
（
図
３
）。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
の

現
状
と
今
後

日
本
で
の
生
産
拡
大
に
追
い
風
と
な
る
か

柴
田 

明
夫

�

㈱
資
源
・
食
糧
問
題
研
究
所 

代
表
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の
豚
肉
輸
入
量
は
５
２
８
万
ｔ
の
過
去

最
高
と
な
っ
た
（
図
４
）。
こ
れ
は
、
世

界
の
豚
肉
貿
易
量
（
１
０
９
３
万
ｔ
）

の
約
半
分
を
占
め
る
。
主
な
豚
肉
輸
入

先
は
欧
州
（
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
）、

カ
ナ
ダ
、
米
国
だ
が
、
最
近
は
チ
リ
な

ど
か
ら
も
輸
入
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

事
に
不
可
欠
な
食
料
で
も
あ
り
価
格
が

上
昇
す
る
と
社
会
不
安
が
醸
成
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
政
府
は
、
自
国
で
豚
肉

を
賄
う
こ
と
を
国
策
と
し
て
き
て
お

り
、
２
０
１
０
年
ご
ろ
ま
で
は
輸
入
量

も
50
万
ｔ
程
度
に
止
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
近
年
は
、
豚
Ｏ
型
口
蹄
疫
や
豚

流
行
性
下
痢
（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）
の
発
生
、
繁

殖
用
母
豚
の
頭
数
減
少
な
ど
か
ら
豚
の

飼
養
頭
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
豚
肉

生
産
量
は
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
消
費
量
は
増
加
を
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
輸
入
が
急
増
。
16
年
の
輸

入
量
（
枝
肉
ベ
ー
ス
）
は
２
１
６
万
ｔ

と
日
本
の
１
３
６
万
ｔ
を
超
え
、
世
界

最
大
の
豚
肉
輸
入
国
と
な
っ
た
。
20
年

「
残
飯
養
豚
」か
ら「
企
業
養
豚
」へ 

―
―
中
国
の「
穀
物
爆
買
い
」は
続
く

中
国
の
食
糧
輸
入
拡
大
は
止
ま
り
そ

う
に
な
い
。「
養
豚
産
業
の
立
て
直
し
」

を
進
め
る
中
国
独
自
の
理
由
が
あ
る
た

め
だ
。
中
国
で
は
食
肉
の
７
割
近
く
が

豚
肉
だ
。
中
国
に
と
っ
て
豚
肉
は
、
慶

図１：シカゴ市場における穀物価格推移
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図3：中国の大豆需給（単位：1,000t）
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消
費
量
が
拡
大
す
る
な
か
、
中
国
の

豚
肉
輸
入
を
加
速
さ
せ
た
の
が
ア
フ
リ

カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
：A

frican Sw
ine 

F
ever

）
だ
。
18
年
夏
に
発
見
さ
れ
た

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
瞬
く
間
に
中
国
全
土
31
の

省
・
直
轄
地
に
拡
散
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、

強
い
感
染
力
と
致
死
性
を
も
つ
ウ
イ
ル

ス
性
の
伝
染
病
で
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン

が
無
い
こ
と
か
ら
、
感
染
が
確
認
さ
れ

る
と
発
生
場
所
周
辺
の
豚
は
全
て
殺
処

分
さ
れ
る
。

米
農
務
省
に
よ
る
と
、
中
国
の
豚
の

飼
養
頭
数
は
15
年
時
点
で
４
億
７
６
０

万
頭
で
あ
り
、
世
界
の
飼
養
頭
数
８
億

１
５
９
万
頭
の
過
半
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
大
半
は
、
豚
の
飼
育
に
残
飯
（
廃

棄
食
品
）
を
与
え
る
「
残
飯
養
豚
」
と

い
わ
れ
る
中
小
零
細
規
模
の
養
豚
農
家

で
あ
り
、
非
衛
生
的
で
消
毒
処
理
な
ど

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
感
染
が

広
が
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｆ
感
染
に
よ
る
殺
処
分
に
よ
り

20
年
の
飼
養
頭
数
は
３
億
３
１
０
４
万

頭
（
一
時
は
２
億
７
５
０
０
万
頭
）
ま

で
減
少
し
た
。
感
染
地
域
で
は
、
小
規

模
（
50
頭
以
下
）
の
養
豚
農
家
が
養
豚

を
断
念
し
始
め
た
ほ
か
、
１
０
０
０
～

２
０
０
０
頭
規
模
の
中
規
模
養
豚
場
へ

も
影
響
が
及
ん
だ
。

中
国
の
豚
肉
生
産
量
も
、
14
年
の
５

７
１
９
万
ｔ
（
世
界
の
約
半
分
）
か
ら

20
年
は
３
８
０
０
万
ｔ
に
減
少
。
５
０

０
０
万
ｔ
を
超
え
て
い
た
消
費
量
も
20

年
に
は
４
３
０
５
万
ｔ
ま
で
減
少
し
た

が
、
生
産
量
の
落
ち
込
み
ほ
ど
で
は
な

く
、
国
内
で
は
豚
肉
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、

豚
肉
価
格
が
高
騰
し
た
。
こ
の
た
め
中

国
政
府
は
、
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
克
服
と
と

も
に
養
豚
事
業
の
再
生
に
力
を
注
い
で

い
る
。
小
規
模
農
家
の
養
豚
を
廃
止
し

て
、
吉
林
省
な
ど
国
内
各
地
に
大
規
模

な
養
豚
場
を
建
設
中
だ
。「
残
飯
養
豚
」

か
ら
「
企
業
養
豚
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
良
質
で
大

量
の
飼
料
（
大
豆
ミ
ー
ル
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
低
級
品
小
麦
な
ど
）
の
安
定
的

供
給
体
制
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
の
要
求
に
応
え
る
た

め
に
は
、
米
国
、
中
南
米
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
な
ど
か
ら
の
穀
物
の
大
量
輸
入
が
前

提
と
な
る
。
世
界
の
穀
物
貿
易
量
は
急

拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
安
心
で
き
な

い
の
は
、
輸
出
国
・
輸
入
国
と
も
、
こ

れ
ら
限
ら
れ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

豊
穣
の
中
で
食
べ
残
し
禁
止
令 

―
―�「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」を�

10
年
先
に
つ
く
中
国

中
国
の
食
糧
生
産
に
問
題
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
中
国
国
家
統
計
局
に
よ

る
と
、同
国
の
２
０
２
０
年
の
食
糧
（
コ

メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、

い
も
類
を
指
す
）
生
産
量
は
６
億
７
０

０
０
万
ｔ
弱
で
、
過
去
最
高
水
準
に
あ

る
（
図
５
）。
こ
の
う
ち
、
コ
メ
が
１
億

４
９
０
０
万
ｔ
、
小
麦
１
億
３
６
０
０

万
ｔ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
２
億
７
０
０
０

万
ｔ
強
で
い
ず
れ
も
史
上
最
高
を
予
測

し
て
い
る
（
米
農
務
省
）。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
食
糧
不
安
は
尽
き
な
い
。

不
安
が
強
ま
っ
た
の
は
、
社
会
科
学

院
・
農
村
発
展
研
究
所
が
20
年
８
月
17

日
に
発
表
し
た
報
告
書
で
、「
中
国
の

食
糧
供
給
不
足
量
は
、
25
年
末
ま
で
に

約
１
億
３
０
０
０
万
ｔ
に
達
す
る
見
通

し
」
と
の
内
容
だ
。
そ
こ
で
は
「
都
市

部
で
の
人
口
増
加
と
農
村
部
で
の
高
齢

化
が
進
む
た
め
」
と
指
摘
。
農
村
部
で

は
人
口
が
減
少
し
、
農
家
の
収
入
が
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
政
府
は
食
糧
安
全
保

障
を
優
先
度
の
高
い
課
題
と
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
、「
食
糧
安

全
保
障
を
最
優
先
度
の
高
い
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
す

る
。
習
近
平
国
家
主
席
は
20
年
８
月
下

図4：中国の豚肉輸出入（単位：1,000t）

図5：中国の食糧生産の推移（単位：万ｔ）
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旬
、「
食
糧
安
全
保
障
に
は
常
に
危
機

意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
調
。
食
品
の
浪
費
を
や
め
る
よ
う「
食

べ
残
し
禁
止
令
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
企
業
や
地
方
政
府
が
相
次

い
で
食
糧
の
節
約
に
取
り
組
み
出
し
、

全
人
代
（
全
国
人
民
代
表
会
議
＝
国
会
）

常
務
委
員
会
は
21
年
４
月
29
日
、
飲
食

店
で
の
大
量
の
食
べ
残
し
を
禁
じ
、
大

食
い
動
画
の
配
信
も
規
制
す
る
「
反
食

品
浪
費
法
」
を
可
決
し
た
。「
転
ば
ぬ

先
の
杖
」
を
10
年
先
に
つ
い
て
い
る
の

が
中
国
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
遡
れ
ば
、
中
国
・
国
務
院
発

展
研
究
セ
ン
タ
ー
が
12
年
に
、『
中
国
の

食
糧
安
全
戦
略
と
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
報
告
』
と
し
て
、
以
下
の

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

中
国
は
１
９
４
９
年
の
建
国
以
来
、

「
食
糧
は
基
本
的
に
自
給
（
95
％
）
を

維
持
す
る
」
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
て

き
た
が
、
今
回
の
報
告
は
、「
食
糧
安

全
保
障
の
核
心
（
コ
ア
）
は
、
一
国
の

食
糧
供
給
が
十
分
か
否
か
、
安
定
し
て

い
る
か
否
か
で
あ
り
、
食
糧
の
出
所
が

国
内
生
産
か
海
外
生
産
か
が
重
要
な
の

で
は
な
い
」
と
指
摘
。
こ
れ
ま
で
の
基

本
を
１
８
０
度
転
換
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。

背
景
に
は
、
①
自
給
率
の
低
下
（
都

市
化
、
農
村
高
齢
化
）、
②
深
刻
な
土

壌
汚
染
、
水
資
源
不
足
、
③
深
刻
化
す

る
品
質
問
題
が
あ
る
一
方
、
④
中
国
農

業
の
潜
在
的
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

政
府
は
、「
国
内
に
立
脚
し
、
生
産
能

力
を
確
保
し
、
適
度
に
輸
入
し
、
科
学

技
術
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
」
と
い
う
、

新
し
い
食
糧
安
全
保
障
戦
略
を
打
ち
出

し
た
。
輸
入
に
関
し
て
は
、
食
糧
輸
入

能
力
を
高
め
る
た
め
、
主
要
農
産
物
生

産
国
と
の
戦
略
的
提
携
や
海
外
進
出
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

穀
物
生
産
量
は
連
続
し
て 

史
上
最
高
を
更
新 

―
―�

そ
れ
で
も
拭
い
切
れ
な
い�

供
給
不
安

と
は
い
え
、
世
界
の
穀
物
市
場
で
は

供
給
は
潤
沢
だ
。
米
農
務
省
が
２
０
２

２
年
１
月
12
日
に
発
表
し
た
最
新
の
需

給
報
告
に
よ
れ
ば
、
21
／
22
年
度
（
21

年
後
半
～
22
年
前
半
）
の
世
界
の
穀
物

生
産
量
は
27
億
８
８
５
２
万
ｔ
で
、
史

上
最
高
を
連
続
し
て
更
新
す
る
見
通
し

だ
（
図
６
）。
こ
の
う
ち
、
小
麦
の
生
産

量
が
７
億
７
８
６
０
万
ｔ
、
コ
メ
５
億

９
８
７
万
ｔ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
12
億
６

９
６
万
ｔ
で
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
と

な
る
。
た
だ
、
消
費
量
も
27
億
９
１
７

０
万
ｔ
で
過
去
最
高
と
な
り
、
生
産
量

を
僅
か
に
上
回
る
こ
と
か
ら
、
期
末
在

庫
量
は
７
億
９
４
０
８
万
ｔ
と
、
一
昨

年
度
の
８
億
ｔ
台
か
ら
は
小
幅
に
減
少

す
る
。

21
／
22
年
度
の
穀
物
貿
易
量
は
、
５

億
７
４
８
万
ｔ
で
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
し
、
過
去
初
め
て
５
億
ｔ
の
大

台
に
乗
せ
た（
図
７
）。
穀
物
貿
易
量
は
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
初

図６：世界の穀物生産・消費＆期末在庫率の推移（単位：100万t、％）

図７：世界の穀物貿易量および貿易比率（単位：100万t、％）
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め
ま
で
、
２
億
ｔ
強
で
推
移
し
て
き
た

が
、
今
世
紀
に
入
っ
て
２
倍
以
上
に
増

え
た
格
好
だ
。
こ
の
数
字
を
み
る
限
り

世
界
の
穀
物
市
場
は
よ
り
安
定
性
を
高

め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ

カ
ゴ
穀
物
市
場
で
は
、
昨
秋
よ
り
騰
勢

を
強
め
、
む
し
ろ
足
元
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
一
段
と
不
安
定
化
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

こ
の
理
由
の
１
つ
は
、
市
場
で
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
特
定
国
に
限
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
世
界
貿
易
量
（
輸
出
）
は
、
17
／

18
年
度
の
１
億
５
４
３
８
万
ｔ
か
ら
21

／
22
年
度
１
億
９
６
２
４
万
ｔ
へ
、
５

年
間
で
27
％
強
拡
大
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
市
場
は
、
米

国（
６
２
０
０
万
ｔ
）、
ブ
ラ
ジ
ル（
４
０

０
０
万
ｔ
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
３
８
０

０
万
ｔ
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
３
０
５
０
万

ｔ
）
の
４
カ
国
で
、
世
界
貿
易
量
の
９

割
近
く
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
世
界
の
穀
物
市
場
は
、
こ
れ

ら
主
要
輸
出
国
の
産
地
天
候
、
輸
出
政

策
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。

一
方
、
輸
出
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
輸

入
サ
イ
ド
で
み
て
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
限

ら
れ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、
１

億
９
６
２
０
万
ｔ
の
輸
入
量
の
う
ち
、

中
国
（
２
６
０
０
万
ｔ
）、メ
キ
シ
コ
（
１

７
０
０
万
ｔ
）、日
本（
１
５
９
０
万
ｔ
）、

ベ
ト
ナ
ム
（
１
３
０
０
万
ｔ
）、韓
国
（
１

１
７
０
万
ｔ
）、
エ
ジ
プ
ト
（
１
０
４
０

万
ｔ
）
の
６
カ
国
で
過
半
を
占
め
る
。

特
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
は
、
17
／
18
年
度

の
３
４
５
万
ｔ
か
ら
21
／
22
年
度
２
９

５
１
万
ｔ
へ
、
こ
の
５
年
間
で
８
・
５

倍
に
拡
大
し
て
お
り
、
大
豆
同
様
に
世

界
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
急
速
に
高

め
て
い
る
の
で
要
注
意
だ
。

世
界
在
庫
も
安
心
で
き
な
い
。
確
か

に
、
記
録
的
な
生
産
量
が
続
い
た
結
果
、

世
界
の
穀
物
在
庫
も
８
億
ｔ
近
く
ま
で

積
み
上
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
約
半
分

は
中
国
の
在
庫
な
の
だ
。

米
農
務
省
に
よ
る
と
、
21
／
22
年
度

の
世
界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
は
11

億
９
７
７
７
万
ｔ
で
過
去
最
高
と
な
り
、

期
末
在
庫
量
も
２
億
９
７
６
３
万
ｔ
に

積
み
上
が
る
も
の
の
、
こ
の
７
割
近
く

は
中
国
の
在
庫
で
あ
り
、
中
国
を
除
く

世
界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
期
末
在
庫
率
は

10
％
台
と
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業

機
関
）
が
指
摘
す
る
適
正
在
庫
率
（
17

～
18
％
）
を
大
き
く
下
回
り
逼
迫
し
て

い
る
（
図
８
）。

「
買
う
力
」が 

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本 

―
―�

今
後
が
懸
念
さ
れ
る�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入

日
本
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省

に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
１
～
11
月
期

の
農
産
物
の
輸
入
額
は
６
３
８
２
億
円

で
、
前
年
同
期
比
12
・
１
％
増
加
し
た
。

し
か
し
、数
量
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、野
菜
、

果
実
、食
肉
（
牛
肉
、豚
肉
）、穀
物
（
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
）、
乳
製
品
な
ど
主

な
農
産
物
や
食
品
の
輸
入
量
は
、
前
年

割
れ
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
需
要
の
不
振
が
続

い
て
い
る
こ
と
や
、
為
替
の
円
安
、
海

上
運
賃
の
上
昇
お
よ
び
輸
送
の
停
滞
、

現
地
価
格
の
高
騰
や
中
国
と
の
輸
入
競

合
な
ど
複
数
の
要
因
が
あ
る
。
し
か
し
、

農
産
物
の
輸
入
縮
小
は
、
一
時
的
で
は

な
く
、
恒
常
的
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

各
国
と
も
コ
ロ
ナ
禍
で
自
国
の
食
の
確

保
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ
る
な
か
、
中

国
と
の
輸
入
競
合
も
強
ま
っ
て
い
る
た

め
だ
。

農
業
の
外
部
化
を
極
力
進
め
て
き
た

わ
が
国
と
し
て
は
、
改
め
て
「
外
部
依

存
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
危
う
さ
」
を
検

証
し
、
近
い
将
来
の
食
料
危
機
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
の
農
業
の
発
展
に
対
し
て
、
食

糧
危
機
の
兆
候
は
、
食
料
自
給
率
の
低

下
や
食
料
品
価
格
の
上
昇
と
し
て
現
れ

つ
つ
あ
る
。
農
林
水
産
省
が
21
年
８
月

25
日
に
発
表
し
た
20
年
度
の
食
料
自
給

率
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
37
％
と
な

り
、
コ
メ
の
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
１

９
９
３
年
お
よ
び
２
０
１
８
年
度
に
並

び
過
去
最
低
と
な
っ
た
。

食
料
自
給
率
と
は
、
国
内
で
消
費
さ

れ
る
食
料
の
う
ち
、
国
内
で
生
産
さ
れ

た
も
の
の
割
合
で
あ
る
（
政
府
目
標
は

45
％
）。
も
と
も
と
自
給
率
が
高
く
、

国
内
供
給
熱
量
の
５
割
以
上
を
占
め
る

コ
メ
の
消
費
量
が
長
期
低
落
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
大
き
い
。
日
本
農
業
の
生
産

基
盤
の
弱
体
化
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
、

構
造
的
な
問
題
を
考
え
る
と
今
後
、
食

図８：世界の穀物在庫における中国  21/22年度末予測（単位：万ｔ）
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料
自
給
率
は
さ
ら
に
低
下
し
て
ゆ
く
可

能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
懸
念
さ
れ
る
の

が
日
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
だ
。
日

本
は
毎
年
１
５
０
０
万
～
１
６
０
０
万

ｔ
、
金
額
に
し
て
４
０
０
０
億
円
前
後

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
恒
常
的
に
輸
入
し

て
い
る
（
図
９
）。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
用
途
は
飼
料
用
が

大
半
で
あ
り
、
20
年
の
場
合
は
、
１
５

７
７
万
ｔ
の
輸
入
量
の
う
ち
１
１
６
２

万
ｔ
（
74
％
）
が
濃
厚
飼
料
の
原
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
や
デ
ン
プ
ン
か
ら
で
き

る
糖
化
製
品
が
食
品
、
製
紙
、
段
ボ
ー

ル
、
繊
維
、
醸
造
原
料
、
異
性
化
糖
な

ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

輸
入
先
は
主
に
米
国
（
１
０
０
０
万

ｔ
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
５
５
３
万
ｔ
）
の
２

カ
国
で
、
全
体
の
98
％
を
占
め
て
い
る

（
表
１
）。
問
題
は
、
21
年
に
入
っ
て
、

国
際
価
格
の
上
昇
を
受
け
て
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
輸
入
価
格
が
１
ｔ
当
た
り
３
万

３
８
２
７
円（
１
～
11
月
実
績
平
均
）と
、

20
年
の
同
２
万
３
２
９
６
円
か
ら
45
％

も
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か

も
、
国
際
価
格
高
騰
の
背
景
に
あ
る
複

合
的
な
供
給
不
安
要
因
を
考
え
た
場
合

に
は
、
足
元
の
価
格
上
昇
は
長
期
化
・

定
着
す
る
公
算
が
大
き
い
こ
と
だ
。

い
か
に
し
て
に
日
本
の
水
田
を 

フ
ル
活
用
す
る
か

一
方
、
国
内
農
業
・
食
料
市
場
で
は

コ
メ
の
消
費
減
少
＝
生
産
減
少
＝
水
田

作
付
面
積
の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
。
こ

う
し
た
な
か
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
際

価
格
の
高
騰
＝
輸
入
価
格
の
高
騰
は
、

国
内
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
水
田
活
用

と
い
う
形
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
増
産
の

追
い
風
と
な
る
。

政
府
・
農
林
水
産
省
も
、
農
業
政
策

の
喫
緊
の
課
題
は
、
コ
メ
の
需
給
対
策

で
あ
り
、
現
行
の
農
地
を
維
持
す
る
た

め
の
農
地
政
策
の
見
直
し
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
２

０
２
１
年
７
月
時
点
の
耕
地
面
積
は
４

３
５
万
ha
で
、
前
年
比
２
万
ha
減
少
し

た
。
ほ
ぼ
毎
年
２
万
ha
前
後
、
耕
作
地

が
減
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。
そ
れ
で

も
節
目
の
４
０
０
万
ha
は
維
持
し
て
い

る
が
、
耕
地
利
用
率
（
耕
地
面
積
に
占

め
る
延
べ
作
付
面
積
の
割
合
）
が
91
・

３
％
で
過
去
最
低
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

20
年
の
農
作
物
の
延
べ
作
付
面
積
が

田
・
畑
合
計
で
前
年
比
２
万
８
０
０
０

ha
減
の
３
９
９
万
１
０
０
０
ha
と
な
り
、

初
め
て
４
０
０
万
ha
を
割
っ
た
。

農
林
水
産
省
は
、
22
年
産
米
の
需
給

均
衡
に
は
更
な
る
大
幅
な
作
付
転
換
が

不
可
欠
と
み
て
い
る
。
そ
の
た
め
22
年

産
の
主
食
用
米
の
需
要
に
見
合
っ
た
適

正
生
産
量
を
６
７
５
万
ｔ
と
設
定
。
コ

メ
の
作
付
面
積
を
約
４
万
ha
削
減
（
作

付
転
換
）
す
る
。
す
で
に
21
年
産
米
の

転
作
面
積
が
過
去
最
大
と
な
る
同
６
・

３
万
ha
と
な
っ
て
お
り
、
実
施
さ
れ
れ

ば
2
年
連
続
の
削
減
と
な
る
。
農
林
水

産
省
と
し
て
は
、
コ
メ
の
需
要
減
が
続

く
な
か
、
定
着
性
が
高
い
作
物
、
真
に

需
要
が
あ
る
作
物
に
転
換
す
る
こ
と

で
、
な
ん
と
か
現
在
あ
る
水
田
を
フ
ル

活
用
し
面
積
を
維
持
し
た
い
と
の
考
え

で
あ
る（
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）。

ま
た
、
コ
メ
農
家
に
も
先
祖
代
々
の

水
田
を
な
ん
と
か
維
持
し
た
い
、
条
件

が
許
せ
ば
コ
メ
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
俎
上

に
上
が
っ
て
い
る
の
が
大
豆
、
小
麦
、

野
菜
（
タ
マ
ネ
ギ
）、
飼
料
用
米
、
子
実

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
。
い
ず
れ
の
作
物

も
課
題
が
多
い
も
の
の
、
米
価
が
低
迷

す
る
な
か
で
、
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
、
土
地
利
用
型
で
か
つ
原
料
高
で
困

窮
す
る
畜
産
、
酪
農
経
営
を
補
強
し
、

地
域
に
お
け
る
耕
畜
連
携
に
よ
り
持
続

的
な
農
業
・
農
村
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
も
魅
力
は
大
き
い
。

表１：日本のトウモロコシ国別輸入量（単位：1,000t）

図９：日本のトウモロコシ輸入量＆輸入額

出所：農林水産省「農林水産物輸出入情報」より作成
注：2021年は1 ～ 11月実績を年換算

出所：農林水産省「農林水産物輸出入情報」より作成
注：2021年は1 ～ 11月実績を年換算

年 計 米国 ブラジル 南アフリカ ロシア フランス 他

2016 15,342 11,427 3,734 0 102 1 78 

2017 15,306 12,006 2,286 550 221 1 242 

2018 15,802 14,501 794 360 86 1 58 

2019 15,983 10,954 4,682 4 92 1 249 

2020 15,772 10,006 5,527 152 68 1 18 

2021 15,051 11,337 2,072 − − − 101 
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昆
　
ま
ず
最
初
に
、
現
在
の
経
営
概
況

と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
始
め
た
経
緯
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
か
ら
―
―�

パ
イ
オ
ニ
ア
の
現
在

柳
原
　
北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合
の
活

動
も
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。
２
０
１
１

年
に
柳
原
農
場
と
し
て
最
初
６​

ha
か
ら

始
め
ま
し
た
。
い
ま
で
も
10​

ha
弱
の
作

付
け
を
ず
っ
と
続
け
て
ま
す
。

組
合
と
し
て
は
、
北
海
道
子
実
コ
ー

ン
組
合
の
前
身
で
あ
る
空
知
子
実
コ
ー

ン
生
産
者
組
合
が
15
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
北
海
道
全
域
、
今
日
ご

参
加
の
宮
川
さ
ん
含
め
て
秋
田
・
青
森

か
ら
も
集
荷
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
東
北
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
手
商

社
経
由
で
東
北
の
工
場
で
使
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
内
の
組
合
と
し
て
は
４
８
０​

ha​

97
戸
の
生
産
者
が
お
り
ま
す
。
昨
年

は
、
組
合
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
メ
イ
ズ

昆
　
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
柳
原
さ
ん

が
先
ん
じ
て
始
め
ら
れ
、
２
０
１
２
年

の
暮
れ
に
弊
社
主
催
の
Ａ

−

１
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
さ
れ
た
。
以
来
皆
さ
ん
に

声
か
け
し
て
府
県
で
も
13
年
か
ら
宮
川

さ
ん
と
盛
川
さ
ん
が
始
め
ら
れ
、
そ
の

翌
年
に
小
泉
さ
ん
に
条
件
の
悪
い
所
で

も
で
き
る
っ
て
こ
と
を
証
明
し
よ
う
よ

っ
て
こ
と
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
。

末
柄
さ
ん
は
、
３
年
間
や
っ
た
あ
と
、

い
ま
は
や
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の

こ
と
も
含
め
て
話
せ
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
初
の
何
年
間
か
は
、
農
水
省
や
試

験
研
究
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
に
呼
び
か
け

て
も
黙
殺
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
続
き

ま
し
た
。
い
ま
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
。
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
水
田
飼
料

作
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
22
年

度
か
ら
独
立
項
目
と
し
て
飼
料
用
に
限

ら
ず
食
品
仕
向
け
な
ど
で
も
交
付
金
の

と
い
う
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

（
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

実
の
こ
と
を
メ
イ
ズ
と
い
う
）。
農
業
者

が
組
織
す
る
任
意
団
体
で
は
商
社
と
取

引
が
で
き
な
い
の
で
、
売
り
買
い
を
す

る
部
分
だ
け
を
独
立
さ
せ
た
形
で
す
。

私
の
農
場
と
岩
見
沢
市
の
㈲
岐
阜
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
の
個
人
が
出
資
し
て
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

㈱
メ
イ
ズ
で
は
６
２
０​

ha
分
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
取
扱
量
は
５
２
０
０
ｔ
。
今
年

環
境
整
備
に
向
け
て

“
団
体
戦
”も
始
動

最
新
現
況
報
告 

―
―
今
シ
ー
ズ
ン
の
作
付
け
に
向
け
て

Part

2

こ
れ
か
ら
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
取
り
組
も
う
と
す
る
皆
さ
ん
に
、

い
ま
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

そ
し
て
行
政
に
も
、
先
駆
者
た
ち
が
ア
ピ
ー
ル
。

黎
明
期
を
抜
け
出
し
、
一
歩
も
二
歩
も
前
へ
、
と
も
に
進
も
う
！

�

聞
き
手
＝
昆 

吉
則
（
本
誌
編
集
長
）

対
象
に
な
り
、
位
置
付
け
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て

も
、
ま
だ
ま
だ
様
々
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
入
っ

て
く
る
人
や
行
政
に
対
す
る
話
を
ぜ
ひ

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
い
話
だ

け
で
は
な
く
、
困
難
を
抱
え
な
が
ら
や

っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。

皆
さ
ん
は
「
見
る
前
に
飛
ぶ
」
よ
う

に
、
ま
だ
十
分
な
儲
け
も
な
い
の
に
、

し
か
る
べ
き
投
資
も
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
後
に
続

く
人
々
が
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
か
。

そ
れ
が
な
い
と
特
に
府
県
の
人
々
な
ん

か
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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サ
イ
ロ
も
増
設
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

増
や
し
て
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
で
１
万
ｔ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東
北
か
ら
―
―
連
作
の
悩
み
と�

ツ
ワ
モ
ノ
の
参
入

盛
川
　
21
年
度
は
12​
ha
栽
培
し
て
98
ｔ

の
収
量
で
し
た
。
花
巻
コ
ー
ン
組
合
を

４
年
ほ
ど
前
に
立
ち
上
げ
、
そ
の
と
き

は
４
人
の
生
産
者
が
い
た
ん
で
す
け
ど
、

今
年
は
２
人
減
っ
て
２
経
営
体
で
や
っ

て
ま
す
。

昨
年
は
花
巻
全
体
で
１
２
０
ｔ
ぐ
ら

い
で
し
た
。
近
く
の
養
豚
農
家
の
㈱
高

源
精
麦
に
丸
粒
乾
燥
で
出
荷
し
て
ま

す
。
一
昨
年
ま
で
は
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ
と
い
う
形
で
粉
砕
し
た
も
の
を
乾
燥

な
し
で
出
し
て
ま
し
た
。

今
年
は
花
巻
で
昨
年
よ
り
３​

ha
く
ら

い
増
え
る
予
定
で
す
。
自
分
は
ニ
ュ
ー

ホ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
バ
イ
ン
と
コ
ー
ン
ヘ

ッ
ダ
ー
を
使
用
、
組
合
は
ク
ボ
タ
の
汎

用
コ
ン
バ
イ
ン
に
普
通
の
リ
ー
ル
ヘ
ッ

ダ
ー
を
付
け
て
収
穫
し
て
い
ま
す
。

宮
川
　
盛
川
さ
ん
と
一
緒
に
始
め
て
９

作
目
、
昨
年
は
28​

ha
作
付
け
し
ま
し
た
。

水
田
で
の
転
作
が
５​

ha
、
残
り
は
畑
で

や
っ
て
ま
す
。
水
田
転
作
で
始
め
た
の

は
２
年
前
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
全
部

畑
で
し
た
。
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
豆
は

昨
年
や
め
ま
し
て
、
穀
物
と
し
て
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
一
本
で
す
。

収
穫
量
は
地
元
の
方
の
約
10
ｔ
と
合

わ
せ
て
１
５
０
ｔ
ち
ょ
っ
と
。
売
り
先

と
し
て
は
地
元
の
畜
産
農
家
さ
ん
に
１

０
０
ｔ
弱
で
、
あ
と
柳
原
さ
ん
を
通
し

て
山
形
の
牛
屋
さ
ん
に
約
50
ｔ
出
荷
し

ま
し
た
。

反
収
は
６
０
０
㎏
ぐ
ら
い
。
長
い
と

こ
ろ
で
は
連
作
が
も
う
８
年
と
か
に
な

り
、
な
か
な
か
畑
を
回
せ
な
い
の
で
地

力
が
落
ち
て
き
て
肥
料
だ
け
で
は
ち
ょ

っ
と
対
応
し
き
れ
な
い
。
や
は
り
堆
肥

を
入
れ
る
な
り
し
な
い
と
収
量
的
に
厳

し
く
な
っ
て
き
て
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
新
た
に
秋
田
県
内
で
28​

ha
い
き

な
り
１
年
目
か
ら
取
り
組
ん
だ
ツ
ワ
モ

ノ
が
い
ま
す
。
70
く
ら
い
の
高
齢
な
ん

で
す
け
ど
、
も
の
す
ご
く
馬
力
の
あ
る

方
で
す
ね
。
い
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
大

豆
体
系
を
入
れ
、
足
り
な
い
機
械
を
私

が
貸
し
た
り
し
な
が
ら
、
ま
ず
１
年
間

トウモロコシ11ha
（2011年開始）
北海道長沼町
㈲柳原農場・㈱Maize各代表取
締役、北海道子実コーン組合代
表。42歳、2002年就 農。他の
経営面積：水稲4ha、小麦14ha、
大豆13ha、ナタネ4ha

柳
原 

孝
二 

や
な
ぎ
は
ら 

こ
う
じ

トウモロコシ12ha
（2013年開始）
岩手県花巻市
㈲盛川農場代表、70歳、1974
年就 農。他の経営面積：水稲
29ha、小麦44ha、大豆8ha

盛
川 

周
祐 

も
り
か
わ 

し
ゅ
う
す
け

トウモロコシ28ha
（2013年開始）
秋田県大潟村
59歳、1985年就農。他の経営
概 要 ＝ ネ ギ35ha、 カ ボ チ ャ
13ha、タマネギ1ha、野菜苗80
万ポット。ネギは㈱おがフロンテ
ィアファームと（㈲正八（埼玉県
熊谷市）で生産している。

宮
川 

正
和 

み
や
が
わ 

ま
さ
か
ず

トウモロコシ８ha
（2014年開始）
千葉県成田市
1974年生まれ。実家の農業に就
いたあと経営移譲を受けてから19
年。栽培面積＝約52ha（うち水
稲36ha、大豆8ha）。大型機を駆
使して乾田直播、転作大豆も。

小
泉 

輝
夫 

こ
い
ず
み 

て
る
お

トウモロコシ0.5ha
（養豚経営）
茨城県境町
㈱塚原牧場代表取締役（2002年
～）。1966年生まれ。塚原牧場
は日本唯一の梅山豚専業農場で
母豚100頭一貫経営。食肉加工
やエコフィードなどもグループで手
がけている。

塚
原 

昇

つ
か
は
ら 

の
ぼ
る

トウモロコシ（最大時2ha）
栃木県小山市
末柄牧場代表。肉牛を飼育する
とともに、コメ・麦・ソバ・ニン
ジン・ジャガイモなどを生産する
農園を運営している。

末
柄 

淳 

す
え
が
ら 

き
よ
し
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な
ん
と
か
や
っ
た
そ
う
で
す
。
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
難
儀
し
ま
し
た
け
ど
、

今
年
は
も
う
ち
ょ
っ
と
慣
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

関
東
か
ら
―
―�

ひ
と
つ
の
壁
が
破
れ
た

小
泉　

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
昨
年
で

８
作
目
で
し
た
。
２
年
前
と
３
年
前
に

台
風
と
50
日
く
ら
い
続
い
た
長
雨
で
損

害
を
食
ら
い
、
気
持
ち
が
折
れ
か
け
ま

し
た
が
、
湿
害
回
避
策
を
打
っ
て
昨
年

は
８
ha
に
拡
大
し
、
仲
間
を
一
人
誘
っ

て
約
10​

ha
に
作
付
け
し
ま
し
た
。

や
れ
る
こ
と
を
全
部
や
っ
て
ダ
メ
な

ら
も
う
諦
め
る
。
そ
れ
く
ら
い
の
気
持

ち
で
し
た
。
去
年
の
反
収
は
一
番
良
い

と
こ
ろ
で
１
ｔ
を
超
え
、
悪
い
と
こ
ろ

と
均
す
と
５
７
０
㎏
く
ら
い
。
収
穫
量

は
全
部
合
わ
せ
て
約
50
ｔ
。
強
湿
田
で

の
転
作
と
い
う
条
件
不
利
地
で
こ
の
数

字
だ
と
、
や
り
き
っ
た
感
は
あ
り
ま
す

し
、
自
信
に
も
な
り
ま
し
た
。

私
の
と
こ
ろ
は
10
ａ
、
15
ａ
の
狭
い

湿
田
ば
か
り
で
、
し
か
も
生
産
調
整
と

い
っ
た
ら
飼
料
用
米
と
加
工
用
米
し
か

な
い
よ
う
な
地
区
で
す
。
約
７
ha
で
56

枚
く
ら
い
あ
っ
た
一
画
を
ま
と
め
て
畦

畔
を
と
っ
て
合
筆
し
、
排
水
性
改
善
の

た
め
に
暗
渠
を
入
れ
て
、
最
終
的
に
15

枚
の
圃
場
に
し
ま
し
た
。
縦
２
８
０
ｍ

×
幅
50
ｍ
で
約
１
・
４
ha
の
圃
場
は
だ

い
ぶ
作
業
性
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

去
年
は
そ
こ
に
堆
肥
を
10
ａ
当
た
り

３
～
４
ｔ
、
窒
素
成
分
を
80
㎏
入
れ
た

試
験
区
を
作
る
な
ど
、
栽
培
体
系
で
試

行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
関

東
甲
信
越
に
展
開
す
る
生
協
の
パ
ル
シ

ス
テ
ム
経
由
で
養
鶏
農
家
と
の
取
引
が

始
ま
り
、
ひ
と
つ
壁
が
破
れ
た
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
営
面
積
約
50​

ha
の
う
ち
、
約
７
割

は
コ
メ
し
か
作
れ
ま
せ
ん
。
飼
料
用
米

や
加
工
用
米
で
平
均
反
収
10
俵
超
え
を

目
標
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
近
所
で

は
離
農
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
場

所
が
ま
と
ま
れ
ば
、
コ
メ
・
大
豆
・
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輪
作
体
系
を
確
立
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
と
し
て�

協
力
農
家
と
と
も
に

塚
原
　
畜
産
農
家
と
し
て
餌
を
自
分
で

も
作
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
０
・
５​

ha

し
か
作
っ
て
な
い
ん
で
す
が
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
が
猛
烈
に
世

界
的
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
原
油
が

上
が
る
と
エ
タ
ノ
ー
ル
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
需
要
が
増
え
る
の
で
、
連
れ
て
上
が 

っ
ち
ゃ
う
。
大
豆
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

下
が
り
そ
う
に
な
い
。
最
近
は
ち
ょ
っ

と
諦
め
て
い
て
、
国
内
で
ど
う
に
か
ま

か
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
…
…
。

近
所
の
コ
メ
農
家
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
っ
て
み
た
い
っ
て
方
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
7​

ha
や
り
た
い
っ
て
。
そ
れ

が
で
き
れ
ば
私
ど
も
で
全
量
を
買
い
上

げ
た
い
。
い
よ
い
よ
今
年
で
す
ね
。
や

っ
と
餌
と
し
て
体
系
が
で
き
そ
う
だ
な

っ
て
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
本
当
に
切
り
札
に
な
る

か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

「
梅メ
イ

山シ
ャ
ン

豚ト
ン

」
は
年
間
１
２
０
０
頭
ほ
ど

出
荷
。
餌
の
量
は
毎
日
１
ｔ
く
ら
い
。

年
間
３
６
５
ｔ
の
う
ち
１
０
０
ｔ
ぐ
ら

い
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
賄
い
た
い
と
思

っ
て
参
入
し
ま
し
た
。
で
も
農
地
拡
大

の
難
し
さ
が
凄
い
壁
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
協
力
農
家
の
方
と
一
緒
に
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
家
用
で
の
挑
戦
も�

経
営
的
に
回
せ
ず

末
柄
　
和
牛
の
肥
育
し
な
が
ら
コ
メ
・

麦
・
ソ
バ
と
か
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
た
し
か
２
０
１
６
年

ご
ろ
か
ら
４
年
間
作
り
ま
し
た
。
自
分

ち
の
牛
の
飼
料
に
使
え
れ
ば
と
い
う
単

純
な
理
由
か
ら
で
す
。
飽
き
っ
ぽ
い
性

格
で
同
じ
こ
と
を
３
～
４
年
や
る
と
次

の
こ
と
を
な
ん
か
や
ん
な
い
と
気
が
済

ま
な
い
。

盛
川
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
デ
モ
や
る
っ

て
昆
さ
ん
か
ら
聞
い
て
行
っ
た
の
が
き

っ
か
け
の
ひ
と
つ
か
な
。
私
の
と
こ
ろ

は
二
毛
作
地
帯
で
、
大
半
の
人
が
米
麦

を
表
裏
で
や
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
の
場

合
は
畑
が
半
分
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
ビ
ー

ル
麦
と
ソ
バ
の
表
裏
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
麦
に
ソ
バ
が
混
入
し
た
り
し
て
ア
レ

ル
ギ
ー
問
題
が
起
き
ま
し
た
ね
。
で
、

ソ
バ
の
代
わ
り
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
手

が
け
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
形
で
始
ま
っ
た
も
ん
で
す
か

ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
麦
の
あ
と
６
月

中
旬
に
播
い
て
11
月
ご
ろ
収
穫
す
る
。

こ
の
体
系
で
は
ど
う
頑
張
っ
て
も
収
量

５
０
０
㎏
を
な
か
な
か
超
え
ら
れ
な
い
。

周
り
の
人
に
勧
め
る
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
11
月
ご
ろ
に
な

る
と
水
分
の
下
が
り
も
ち
ょ
っ
と
悪
く

て
。
自
分
で
は
最
高
で
２​

ha
ぐ
ら
い
作

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
け
っ
き
ょ
く
15
年

ぐ
ら
い
前
か
ら
始
め
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

ウ
エ
イ
ト
を
移
し
ま
し
た
。
い
ま
は
や

め
た
格
好
に
な
っ
て
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
っ
て
い
る
と
き

は
、
自
家
粉
砕
も
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
手
間
が
か
か
る
ん
で
飼
料
メ
ー
カ
ー

に
、
混
ぜ
て
も
ら
え
な
い
か
問
い
合
わ

せ
ま
し
た
が
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

い
ま
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
が

上
が
っ
て
ま
す
ね
。
１
㎏
20
円
の
時
代

で
は
、
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
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な
ぜ
続
け
る
の
か 

―
―
あ
と
に
続
く
人
た
ち
の
た
め
に
も

昆
　
北
海
道
と
府
県
を
比
べ
る
と
、
風

土
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
地
域
社
会
の
文
化

も
違
い
が
あ
る
な
か
で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。
い
ま
思
う
こ

と
、
続
け
て
き
た
理
由
を
話
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

や
め
た
人
も
い
る
が�

改
善
し
た
圃
場
を
活
用

盛
川
　
先
ほ
ど
、
こ
ち
ら
で
は
２
人
や

め
た
と
話
し
ま
し
た
。
一
人
は
、
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
２​

ha
や
っ
て
た
ん
で

す
け
ど
、
全
部
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
人
手
が
最
近
十
分
に

い
て
手
を
か
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
何

年
間
か
や
っ
た
お
か
げ
で
圃
場
の
排
水

も
良
く
な
っ
て
き
た
か
ら
と
も
言
っ
て

ま
し
た
。
売
上
も
10
万
を
超
え
た
そ
う

で
す
。

も
う
一
人
は
3​

ha
ぐ
ら
い
や
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
ク
ボ
タ
の
コ
ン
バ
イ
ン

の
リ
ー
ル
だ
と
ど
う
し
て
も
ヘ
ッ
ド
ロ

ス
が
大
き
い
の
で
も
っ
た
い
な
い
と
。

小
麦
用
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用
に
換
え

る
の
に
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う

理
由
も
あ
げ
て
ま
し
た
。

二
人
と
も
そ
れ
な
り
に
理
由
は
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
せ
っ
か
く
組
合
と
し
て

コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
し
た
の
に
、
た
っ

た
１
年
使
っ
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
役

に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

残
念
で
す
。

や
め
た
人
は
勢
い
は
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
最
終
的
に
は
儲
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
一
緒
に
続
け
よ
う
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

昆
　
盛
川
さ
ん
に
は
、
２
０
１
２
年
の

暮
れ
に
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
奨
め
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
売
り
先
も
な
い
な

か
で
、
二
つ
返
事
で
や
る
と
。
本
当
に

見
る
前
に
飛
べ
る
人
が
進
め
て
き
た
気

が
し
ま
す
ね
。
宮
川
さ
ん
は
、
も
っ
と

し
ん
ど
い
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
だ
け
ど
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。
続
け
て
き
た
理
由

っ
て
何
で
す
か
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は�

未
来
が
あ
る

宮
川
　
や
り
始
め
た
か
ら
や
め
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
一
つ
。
そ
れ
な
り
に

投
資
し
て
き
て
、
こ
の
作
物
に
は
未
来

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
柳
原
さ
ん
や
小
泉
さ
ん
と
か

見
て
て
、そ
れ
ぞ
れ
問
題
は
あ
る
。で
も
、

自
分
で
困
難
を
解
決
し
て
く
っ
て
い
う

の
は
、
完
全
に
レ
ー
ル
が
引
か
れ
た
上

を
走
る
の
と
は
違
う
。
一
番
得
に
な
る

こ
と
だ
け
を
す
る
と
い
う
作
戦
で
は
な

く
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
自
分
の
思
い
を
最
大
限
つ
ぎ

込
ん
で
結
果
は
自
分
が
か
ぶ
る
。
そ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
作
物
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
し
ん
ど
い
。
や
っ
て
い
る

の
は
ほ
と
ん
ど
畑
で
す
か
ら
。
先
ほ
ど

盛
川
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
そ
の

ま
ま
で
す
。
初
め
の
う
ち
は
気
合
と
根

性
で
し
た
が
、
最
近
は
気
合
な
の
か
惰

性
な
の
か
。

当
初
は
、
農
地
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き

た
と
き
に
、
と
り
あ
え
ず
農
地
を
維
持

す
る
作
物
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
全
部
同
じ
よ
う
に
は
手
を

か
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
と
き
に
１​

ha
１

時
間
の
労
働
時
間
で
で
き
、
一
人
で
多

く
の
面
積
を
管
理
で
き
る
作
物
と
し
て

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
将
来
ど
っ
か
で
出
番

が
来
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
収
支

と
い
う
よ
り
も
圃
場
管
理
作
物
と
い
う

感
覚
で
す
。

で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
潜
在
能
力
、

労
働
時
間
の
短
さ
を
発
揮
し
き
る
状
況

に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
政
策
や
コ

メ
の
事
情
が
関
係
し
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
。
で
も
方
向
性
と
し
て
は
間
違
っ
て

い
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、
い
ま
も
続

け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
が
思
っ
て

た
よ
り
も
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
。

そ
れ
に
自
分
の
気
持
ち
が
ど
こ
ま
で
つ

い
て
い
け
る
か
…
…
。

私
の
と
こ
ろ
か
ら
１
時
間
ぐ
ら
い
離

れ
た
中
山
間
地
に
元
水
田
を
12​

ha
ほ
ど

借
り
て
い
ま
し
た
。
条
件
が
あ
ま
り
良

く
な
い
け
ど
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
な
ん

と
か
回
せ
な
い
か
と
。
パ
ッ
と
行
っ
て

管
理
し
て
く
る
つ
も
り
で
。

よ
そ
者
な
の
で
遠
慮
し
な
が
ら
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
一
時
撤
退
し

で
し
た
。
輸
入
品
と
同
じ
よ
う
な
値
段

で
っ
て
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
稼
ぎ
に

な
ら
な
い
。
地
元
の
Ｎ
Ｏ
Ｎ

-

Ｇ
Ｍ
と

い
う
こ
と
で
50
円
と
か
で
買
っ
て
く
れ

る
人
で
も
い
れ
ば
別
で
す
け
ど
。

生
産
体
制
も
整
わ
ず
売
り
込
み
も
な

か
な
か
で
き
ず
、
不
完
全
燃
焼
で
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
で
す
。

作
る
こ
と
自
体
は
大
し
た
こ
と
な
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
経
営
と
し
て
回
す

の
に
苦
労
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
収
益

を
考
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど
稼
ぎ
に
な
ら

な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
な
く
、
安
定

し
て
い
る
麦
を
取
っ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
が
本
音
で
す
ね
。
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
政
策
が
付
い
て
き
た

の
は
い
い
け
ど
、
こ
の
場
所
で
土
地
利

用
型
経
営
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
考
え
る

人
間
に
対
す
る
基
本
的
支
援
を
考
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
条
件
が
な

け
れ
ば
後
に
続
く
人
が
出
て
こ
な
い
と

思
い
ま
す
。

昆
　
ま
っ
た
く
だ
ね
。

塚
原
　
僕
は
畜
産
が
専
業
で
す
の
で
、

７
作
や
っ
て
み
て
作
る
と
い
う
の
は
難

し
い
ん
だ
な
ー
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。

収
穫
後
か
ら
豚
の
口
ま
で
に
つ
い
て
は
、

だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
の

倉
庫
は
１
０
０
ｔ
し
か
入
ら
な
い
の
で
、

そ
れ
以
上
取
れ
た
場
合
に
は
ど
う
す
る

か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
冷
静
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
７
作

や
っ
た
経
験
は
無
駄
じ
ゃ
な
か
っ
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

交
付
金 
―
―
５
年
水
張
り
問
題
も
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る

昆
　
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
盛
川
さ
ん

の
と
こ
ろ
の
高
源
精
麦
に
し
ろ
塚
原
さ

ん
に
し
ろ
、
国
産
Ｎ
ｏ
ｎ

-

Ｇ
Ｍ
を
使

っ
て
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
よ
う
と

す
る
畜
産
家
が
い
て
成
り
立
ち
ま
す
。

当
初
、
自
家
配
合
し
て
い
る
養
豚
家
が

全
国
で
１
０
０
カ
所
ぐ
ら
い
あ
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
、
自
家
配

合
は
名
ば
か
り
で
、
飼
料
メ
ー
カ
ー
に

お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
ば
か
り
。
そ
う
い
う

方
々
に
自
分
で
や
っ
た
ら
っ
て
言
っ
て

も
、
耕
種
農
家
と
同
じ
よ
う
に
制
度
に

乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
ね
。
そ

ん
な
な
か
で
塚
原
さ
ん
や
高
橋
誠
（
高

源
精
麦
）
さ
ん
に
出
会
え
た
こ
と
は
非

常
に
大
き
か
っ
た
。

北
海
道
の
ケ
ー
ス
を
府
県
に
そ
の
ま

ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

我
々
は
こ
う
や
っ
て
き
た
っ
て
い
う
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

「
な
る
よ
う
に
な
る
さ
」で
は�

打
開
で
き
な
い

柳
原
　
北
海
道
も
最
初
か
ら
う
ま
く
い

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
っ

て
く
れ
る
仲
間
が
い
た
か
ら
っ
て
い
う

言
葉
に
尽
き
ま
す
ね
。
販
売
先
に
も
苦

て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
や
っ

て
い
く
道
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

昆
　
宮
川
さ
ん
は
大
潟
村
で
営
農
し
て

コ
メ
を
一
粒
も
作
っ
て
い
な
い
と
い
う

特
殊
な
立
場
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
や
っ

て
い
ま
す
。
農
水
省
が
ほ
め
た
た
え
る

よ
う
な
野
菜
と
か
花
と
か
、
高
収
益
作

物
も
や
っ
て
い
る
。
自
分
は
コ
メ
じ
ゃ

な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
始
め
ら
れ
た
。

な
か
な
か
周
り
の
環
境
含
め
て
乗
っ
て

こ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

条
件
の
悪
い
農
地�

発
展
の
カ
ギ
は
基
盤
整
備

小
泉
　
障
害
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
興

味
は
示
し
て
も
や
ら
な
い
。
千
葉
県
の

農
林
部
を
含
め
て
、
そ
も
そ
も
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
作
り
を
学
ぶ
気
も
な
い
と
い
う

人
ば
か
り
で
す
。

去
年
千
葉
県
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
概
算

金
が
９
０
０
０
円
で
し
た
。
メ
イ
ン
の

ふ
さ
こ
が
ね
は
７
２
０
０
円
。
た
ぶ
ん

今
年
も
良
く
な
い
ね
と
騒
ぎ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
農
業
を
続
け
る
一
番
の
要

因
と
し
て
、
や
は
り
儲
か
ら
な
い
と
ダ

メ
で
す
ね
。

品
代
を
高
く
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
。
き
ち
ん
と
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー

を
組
ん
で
や
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。
５

年
水
張
り
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
５

年
後
に
ど
う
な
る
の
か
真
剣
に
考
え
て

い
ま
す
。
い
ま
は
逆
に
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
儲
け
る
た
め
の
方
策
を
整

理
し
て
い
き
た
い
。

私
の
と
こ
ろ
は
、
外
車
コ
ン
バ
イ
ン

が
使
え
な
い
よ
う
な
地
理
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。
国
産
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
は

毎
日
の
よ
う
に
壊
れ
る
。
そ
の
へ
ん
の

問
題
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
。

千
葉
県
、
そ
れ
も
こ
の
辺
り
は
基
本

的
に
湿
田
地
帯
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

作
る
よ
う
な
乾
田
化
に
向
け
た
基
盤
整

備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

昆
　
あ
な
た
の
と
こ
ろ
は
谷
地
田
の
条

件
不
利
地
だ
け
ど
、
こ
こ
で
も
で
き
る

と
い
う
こ
と
示
す
た
め
や
っ
て
み
て
よ

と
、
２
０
１
４
年
に
頼
み
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
８
年
間
苦
労
し
な
が
ら
続
け

て
き
た
。
暗
渠
を
掘
り
、
ブ
ル
で
山
を

削
っ
て
農
道
を
広
げ
た
り
し
て
。

小
泉
　
そ
う
で
す
。
冬
は
ず
っ
と
朝
か

ら
夜
８
時
ご
ろ
ま
で
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

暗
渠
作
業
や
合
筆
を
し
て
い
ま
す
。
条

件
の
良
い
地
域
で
は
別
で
し
ょ
う
が
、

う
ち
の
よ
う
な
地
域
で
は
普
通
の
人
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
場
所

で
も
契
約
先
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
、

ア
ッ
プ
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
を
掛
け
、

畝
立
て
播
種
を
し
て
作
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
シ
ー
ダ
ー
も

持
っ
て
る
の
に
。
条
件
の
良
い
場
所
で

の
作
業
時
間
な
ん
て
と
て
も
実
現
で
き

な
い
。
ま
し
て
や
冬
の
間
の
作
業
時
間

考
え
た
ら
。

水
田
農
業
地
帯
で
経
営
発
展
の
カ
ギ

で
あ
る
基
盤
整
備
が
こ
こ
で
は
ま
っ
た

く
進
み
ま
せ
ん
。
僕
一
人
頑
張
っ
て
も

行
政
が
付
い
て
き
て
く
れ
な
い
。
子
実
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労
し
ま
し
た
し
、
交
付
金
も
今
の
よ
う

に
潤
沢
に
も
ら
え
る
環
境
に
な
か
っ
た
。

昆　

ど
う
し
て
栽
培
が
広
が
っ
た
の
か
。

柳
原
　
私
の
地
元
の
長
沼
町
や
隣
町
の

岩
見
沢
市
で
組
合
が
発
足
す
る
と
き
に

は
、
た
っ
た
29
軒
で
し
た
。
当
時
は
水

田
活
用
交
付
金
の
な
か
の
飼
料
作
物
３

万
５
０
０
０
円
だ
け
で
、
全
然
採
算
が

合
わ
な
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
け

で
、
麦
や
大
豆
が
収
量
ア
ッ
プ
、
水
は

け
が
良
く
な
る
、
作
業
の
分
散
、
雑
草

対
策
が
図
れ
る
。
そ
こ
に
価
値
を
見
出

し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
ど
ん
ど
ん
拡

大
し
て
、
昨
年
１
０
０
軒
近
く
に
な
り

ま
し
た
。
組
合
員
以
外
を
含
め
る
と
１

５
０
軒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
の
５
年
水
張
り
問
題
。
産
地
交
付

金
３
万
５
０
０
０
円
カ
ッ
ト
、
地
域
で

配
分
の
裁
量
が
あ
る
部
分
も
な
く
な
る

の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
ま
す
。

最
近
の
説
明
会
で
す
と
５
年
後
の
要
件

は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
っ
て
農
水
省
が
言

い
出
し
ま
し
た
。
一
律
カ
ッ
ト
に
な
る

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
言
葉
を
濁
し

て
い
ま
す
。

農
水
省
は
10
ａ
４
万
円
ぐ
ら
い
手
取

り
と
し
て
残
る
よ
う
に
考
え
て
数
量
払

い
す
る
と
か
、
戦
略
作
物
助
成
っ
て
い

う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
ら
し
い
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
、
10
ａ
当
た

り
９
０
０
㎏
と
す
る
と
、
１
㎏
30
円
で

計
２
万
７
０
０
０
円
。
所
得
４
万
円
に

す
る
た
め
に
は
、
６
万
４
０
０
０
円
の

何
ら
か
の
交
付
金
が
必
要
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
組
合
で
は
、
そ
の
試
算
を

ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
国
会
議

員
や
農
水
省
に
話
を
し
て
い
ま
す
。
他

の
作
物
と
比
べ
て
ず
ば
抜
け
て
高
い
交

付
金
が
な
い
と
再
生
産
で
き
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
麦
の
２
倍
取
れ

ま
す
し
、
大
豆
よ
り
も
所
得
は
大
き
く

な
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
自
体
が
見
劣
り

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。

い
ま
言
っ
た
４
万
円
ぐ
ら
い
の
所
得

が
全
く
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
水
田
転

作
で
や
っ
て
き
た
農
家
は
経
営
が
成
り

立
た
な
く
な
り
ま
す
。
農
協
も
崩
壊
す

る
し
、
土
地
改
良
区
・
水
利
の
問
題
も

起
き
て
く
る
。
政
策
金
融
公
庫
は
返
済

し
て
も
ら
え
な
く
な
る
。
日
本
の
農
政

全
体
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
一
律

カ
ッ
ト
っ
て
い
う
の
は
ど
う
考
え
て
も

あ
り
え
な
い
。
何
ら
か
の
他
の
対
策
が

出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
も
活
動
し
な
い
ま
ま
、
な
る
よ
う
に

な
る
さ
っ
て
い
う
こ
と
で
は
ち
ょ
っ
と

ま
ず
い
。
こ
の
部
分
は
声
を
大
き
く
し

て
言
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

長
沼
町
の
場
合
、
産
地
交
付
金
は
１

万
２
０
０
０
円
。
戦
略
作
物
の
３
万
５

０
０
０
円
と
合
わ
せ
て
交
付
金
総
額
４

万
７
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
岩
見
沢

市
は
地
域
枠
が
増
額
さ
れ
て
７
万
１
０

０
０
円
、
当
別
町
は
７
万
８
０
０
０
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
多
く
の
農
家
が
栽
培
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
や
っ
と
行
政
も
支
援
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
軒
２
軒

で
は
、
す
ぐ
に
交
付
金
が
つ
く
っ
て
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
応
北
海
道

で
は
拡
が
り
ま
し
た
が
、
全
国
に
向
け

て
拡
げ
て
い
き
た
い
。

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る�

交
付
金
運
用

末
柄
　
う
ち
は
水
田
ば
か
り
じ
ゃ
な
く

て
半
分
ぐ
ら
い
畑
な
の
で
、
も
う
交
付

金
を
あ
て
に
し
て
な
い
し
、
で
き
な
い
。

昭
和
20
～
40
年
ご
ろ
に
、
灌
漑
施
設
を

準
備
し
て
井
戸
と
か
掘
っ
て
、
陸
田
と

し
て
水
田
登
記
し
た
も
の
が
い
ま
だ
に

生
き
て
い
ま
す
。
水
が
と
り
あ
え
ず
使

え
る
の
で
交
付
金
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
若
干
あ
り
ま
す
。

で
も
根
っ
か
ら
の
畑
は
交
付
金
関
係
な

い
。
そ
ん
な
な
か
手
間
が
か
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
少

し
手
を
出
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
柳
原
さ
ん
の
交
付
金
の
話
を

聞
く
と
、
羨
ま
し
く
て
仕
方
な
い
。
地

域
交
付
金
な
ど
が
地
元
に
乗
れ
ば
い
い

の
に
、
な
か
な
か
…
…
。
栃
木
県
は
北

海
道
に
次
ぐ
酪
農
地
帯
な
ん
で
す
が
、

県
の
ほ
う
は
「
な
ん
で
実
し
か
と
ら
な

い
ん
だ
、
葉
っ
ぱ
ま
で
ち
ゃ
ん
と
サ
イ

レ
ー
ジ
に
す
れ
ば
立
派
な
飼
料
に
な
る

ん
だ
か
ら
」
と
、
全
く
と
い
う
ぐ
ら
い

相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
昨
年
か
ら
だ

っ
た
か
、
農
水
省
か
ら
作
付
調
査
と
か

で
連
絡
が
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
程
度
で
す
ね
。

県
で
は
イ
ア
コ
ー
ン
の
デ
モ
を
や
っ

て
ま
し
た
け
ど
、
誰
も
乗
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
茎
葉
ま
で
全
部
ま
と
め
て
サ
イ

レ
ー
ジ
に
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
い
う
堅
い
頭
の
人
ば
か
り
で
、
説
明

す
る
の
も
疲
れ
ま
し
た
。

盛
川
　
花
巻
で
は
、
３
万
５
０
０
０
円

し
か
な
い
と
き
に
、
私
し
か
や
っ
て
な

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
市
が
１
万
円
を

つ
け
ま
し
た
。
２
年
後
は
拡
大
分
に
の

み
８
０
０
０
円
に
し
ま
し
ょ
う
と
。
け

っ
き
ょ
く
波
及
効
果
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

各
地
域
の
再
生
協
議
会
は
、
効
果
を

見
定
め
な
が
ら
お
金
を
出
し
て
い
る
の

で
、
出
し
っ
ぱ
な
し
も
し
な
い
し
、
増

額
要
求
に
も
簡
単
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

や
は
り
柳
原
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
参

加
者
や
栽
培
面
積
が
増
え
る
こ
と
が
行

政
を
含
め
て
動
か
す
力
に
な
る
ん
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

昆
　
農
水
省
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
事
情
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
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一
律
５
年
で
交
付
金
を
や
め
る
の
か
ど

う
か
。
現
段
階
で
は
、
い
ろ
ん
な
条
件

に
よ
っ
て
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

か
言
え
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
飼
料
米
や
Ｗ

Ｃ
Ｓ
へ
の
交
付
金
を
減
額
す
る
ほ
う
が

正
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
ま
さ
に
そ

の
部
分
が
交
付
金
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を

生
み
、
生
産
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を

起
こ
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

柳
原
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
地
域

で
ま
と
ま
り
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
は
産

地
交
付
金
の
使
い
方
が
自
由
に
な
る
エ

リ
ア
も
あ
る
。
で
も
、
一
人
二
人
で
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
な
か
な
か
難

し
い
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。
こ
の
10
年

間
皆
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
、
長

沼
や
岩
見
沢
の
よ
う
に
。
皆
さ
ん
に
は

周
り
に
も
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。

課
題
解
決
に
向
け
て 

―
―
行
政
を
動
か
す
力
も
貯
え
な
が
ら

昆
　
地
域
へ
の
拡
が
り
を
含
め
て
、
政

策
あ
る
い
は
地
域
農
政
面
で
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

少
し
ず
つ
だ
が
進
む�

行
政
主
導
の
普
及
活
動

盛
川
　
花
巻
の
隣
の
紫
波
町
に
水み
ず

分わ
け

農

産
と
い
う
農
事
組
合
法
人
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
は
麦
と
ソ
バ
を
や
っ
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
今
後
担
い
手
が
減
り
農

地
が
余
っ
て
い
っ
た
と
き
、
地
域
で
農

地
を
ど
う
有
効
活
用
す
る
か
。
そ
こ
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
行
政
主
導
で
講
習
会
を
何
回
か

開
い
て
ま
す
ね
。
産
地
交
付
金
と
し
て

２
万
５
０
０
０
円
を
プ
ラ
ス
に
す
る
の

で
誰
か
や
ら
な
い
か
と
。

柳
原
　
宮
城
県
古
川
市
で
、
全
農
が
１

０
０​

ha
規
模
で
希
望
者
を
募
っ
て
飼
料

に
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
ち
ら
で
は
話
題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

盛
川
　
こ
っ
ち
で
は
ま
だ
で
す
ね
。
全

農
が
３
年
ぐ
ら
い
前
に
宮
城
県
で
や
っ

た
と
き
全
然
取
れ
な
く
て
や
め
ち
ゃ
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
が
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た
と
き
に
、

全
農
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ん
で

い
な
い
の
で
、
全
農
宮
城
で
や
ろ
う
と
。

餌
工
場
が
近
く
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
に

持
っ
て
い
け
ば
、
貯
蔵
も
流
通
も
あ
ま

り
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

宮
城
県
は
転
作
で
大
豆
を
主
に
や
っ

て
い
ま
す
。
１
集
団
10​

ha
、
10
集
団
あ

れ
ば
１
０
０​

ha
で
１
０
０
０
ｔ
に
な
る

の
で
飼
料
工
場
に
話
が
通
る
。
農
協
と

し
て
も
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
支
援

し
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
ん
で
動
き

出
し
た
よ
う
で
す
。
全
農
岩
手
は
、
そ

れ
は
宮
城
だ
か
ら
で
き
る
っ
て
い
う
ニ

ュ
ア
ン
ス
で
す
ね
。

昆
　
か
つ
て
岩
手
の
普
及
セ
ン
タ
ー
が

僕
を
呼
ん
で
勉
強
会
を
開
い
た
り
し
た

ん
で
す
け
ど
、
そ
の
後
の
動
き
は
な
い

ん
で
す
か
。

盛
川
　
県
側
は
な
い
で
す
ね
。
東
北
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

奨
め
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
な
か
な
か
皆

さ
ん
簡
単
に
は
乗
っ
て
こ
な
い
。
そ
こ

で
農
研
機
構
の
親
分
が
岩
手
県
知
事
に

会
い
に
行
き
ま
し
た
。
東
北
農
研
で
一

生
懸
命
奨
め
て
い
る
乾
田
直
播
と
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
岩
手
県
で
も
も
う
ち

ょ
っ
と
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
活
動
が
少
し

ず
つ
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
進

ん
で
ま
す
。

府
県
で
は
集
落
営
農
に�

大
き
な
可
能
性
あ
り

昆
　
北
海
道
の
長
沼
の
よ
う
な
水
田
地

帯
で
も
、
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
人
た

ち
は
、
も
と
も
と
畑
作
の
技
術
体
系
を

獲
得
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
畑
作
物

と
し
て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
取
り
組
み

や
す
か
っ
た
。
府
県
の
水
田
農
家
の
場

合
は
、
ま
だ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
ね
。
そ
う
い
う
技
術
背
景
、

経
験
の
差
は
大
き
い
で
す
よ
。

柳
原
　
何
年
か
前
ま
で
そ
う
思
っ
て
ま

し
た
が
、
実
際
は
府
県
で
も
２
０
０
～

３
０
０​

ha
を
集
落
営
農
や
農
業
法
人
で

作
り
た
い
っ
て
声
が
か
か
る
。
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
で
20
年
前
に
水
田
を
全
面
転

作
畑
（
全
転
）
に
し
た
と
き
、
最
初
の

５
年
10
年
は
な
ん
と
か
い
い
も
の
が
取

れ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
近
は
ひ
ど
い
圃

場
も
出
て
き
ま
し
た
。
小
麦
は
５
～
６

俵
し
か
取
れ
な
い
。
大
豆
も
１
０
０
㎏

そ
こ
そ
こ
。
こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
だ
か
ら
輪

作
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

府
県
の
集
落
営
農
で
は
一
気
に
土
地

の
担
い
手
が
い
な
く
な
り
、
２
０
０
～

３
０
０​

ha
規
模
で
小
麦
や
大
豆
に
取
り

組
み
は
じ
め
ま
し
た
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ

う
ど
10
年
ぐ
ら
い
に
差
し
か
か
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
、
い
ま
ま
さ
に
困
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
興
味
を
持
つ
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
ね
。

府
県
は
、
一
枚
の
畑
は
我
々
よ
り
も
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小
さ
い
ん
で
す
け
ど
管
理
し
て
い
る
面

積
は
大
き
い
。
北
海
道
は
い
つ
ま
で
も

農
家
根
性
で
１
軒
１
社
長
で
す
が
、
集

落
営
農
の
リ
ー
ダ
ー
は
本
当
に
社
長

で
、
作
物
全
体
を
見
渡
し
て
何
が
収
益

性
が
上
が
る
か
深
く
考
え
て
い
る
。
だ

か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
入
が
低
く
て

も
麦
・
大
豆
で
挽
回
で
き
れ
ば
い
い
。

北
海
道
で
は
雇
用
が
な
い
の
で
人
件

費
の
話
を
し
て
も
皆
さ
ん
ピ
ン
と
こ
な

い
ん
で
す
け
ど
、
集
落
営
農
の
社
長
さ

ん
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
っ
た
と
き
に

ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
か
計
算

を
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
す
る
と
今
度
は
、

府
県
の
ほ
う
が
一
気
に
伸
び
て
く
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昆
　
以
前
か
ら
、
集
落
営
農
こ
そ
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
必
要
な
ん
だ
と
話
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
古
い
タ
イ
プ
の
行
政
担

当
者
が
、
飼
料
米
が
減
る
か
ら
や
め
て

く
れ
と
か
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対

す
る
政
策
的
評
価
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
ま
す
か
ら
、
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
感
じ
は
し
ま
す
よ
ね
。

貯
蔵
施
設
が
整
え
ば�

流
通
コ
ス
ト
も
省
け
る

昆　

こ
こ
か
ら
は
貯
蔵
設
備
の
問
題
に

つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
自

身
で
も
サ
イ
ロ
を
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
柳
原
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

柳
原
　
３
年
前
に
５
０
０
ｔ
サ
イ
ロ
２

本
、
昨
年
１
０
０
０
ｔ
サ
イ
ロ
を
１
本

増
設
、
今
年
は
さ
ら
に
１
０
０
０
ｔ
サ

イ
ロ
を
２
本
に
し
ま
す
。
倉
庫
は
拠
点

の
長
沼
以
外
を
含
め
て
４
５
０
０
ｔ
規

模
で
す
。
売
り
買
い
を
担
う
㈱
メ
イ
ズ

か
ら
、
柳
原
農
場
と
岐
阜
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
に
保
管
と
調
整
を
委
託
す
る
と
い

う
形
で
す
ね
。
岐
阜
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

で
は
今
年
１
０
０
０
ｔ
サ
イ
ロ
2
本
を

建
て
る
予
定
で
す
。
基
礎
は
も
う
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
サ
イ
ロ
と
今
ま
で
の

倉
庫
を
含
め
て
こ
ち
ら
も
約
４
０
０
０

ｔ
ぐ
ら
い
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
長
沼
ハ
ブ
拠
点
が
柳
原
農
場
、

一
次
拠
点
が
岐
阜
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
。

二
次
拠
点
は
厚
真
町
の
長
門
茂
明
さ
ん

（
㈱
東
胆
振
グ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
）
の
敷

地
に
建
設
中
で
す
。

い
ま
は
二
次
拠
点
か
ら
ハ
ブ
拠
点
に

持
ち
込
み
、
そ
こ
か
ら
一
番
大
き
な
納

品
先
で
あ
る
苫
小
牧
の
飼
料
工
場
に
向

か
う
。
こ
れ
だ
と
無
駄
な
輸
送
コ
ス
ト

が
か
か
る
ん
で
、
二
次
拠
点
に
サ
イ
ロ

を
作
っ
て
直
接
苫
小
牧
工
場
に
出
荷
す

る
計
画
が
進
行
中
と
い
う
わ
け
で
す
。

盛
川
　
私
の
場
合
、
い
ま
は
フ
レ
コ
ン

に
詰
め
て
運
び
、
一
部
自
分
と
こ
の
倉

庫
に
貯
め
て
い
ま
す
。
全
部
で
１
２
０

ｔ
ぐ
ら
い
な
の
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
だ
け

ス
ト
ッ
ク
し
て
、雪
が
降
る
前
に
は
全
て

高
源
さ
ん
に
運
び
終
わ
っ
て
ま
す
。

以
前
は
フ
レ
コ
ン
置
く
場
所
も
な
い

か
ら
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
や
っ
て

ま
し
た
。
で
も
屋
外
に
置
く
と
カ
ラ
ス

に
穴
を
あ
け
ら
れ
た
り
、
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
も
大
変
に
な
る
。
な
の
で
屋
内
に
置

い
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
だ
け
使
う
ほ
う

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
は
堆
肥

舎
を
ち
ょ
っ
と
広
く
し
て
、
そ
こ
に
フ

レ
コ
ン
の
ま
ま
置
い
て
い
ま
す
。

昆
　
ま
だ
生
産
力
が
限
定
的
だ
け
ど
、

高
源
さ
ん
は
１
０
０​

ha
分
以
上
必
要
な

ん
で
し
ょ
？

盛
川
　
た
し
か
に
そ
う
な
ん
で
す
が
、

蒸
気
で
熱
を
か
け
て
生
の
ま
ま
粉
砕
し

た
も
の
と
餌
屋
さ
ん
か
ら
の
も
の
を
併

用
し
た
い
っ
て
言
っ
て
ま
す
。

昆
　
混
ぜ
る
わ
け
で
す
ね
。
塚
原
さ
ん

は
、
も
と
も
と
サ
イ
ロ
も
作
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
け
ど
、
貯
蔵
施
設
の
こ
と
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

塚
原
　
柳
原
さ
ん
の
施
設
を
拝
見
し

て
、
私
ど
も
に
も
あ
れ
ぐ
ら
い
の
も
の

が
で
き
る
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
い
い

な
と
。
同
時
に
入
っ
て
く
る
飼
料
米
を

30
ｔ
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、
倉
庫
が

一
気
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
う
ち
は
ま
だ
平

屋
倉
庫
で
す
の
で
、
い
ず
れ
は
と
思
っ

て
ま
す
。

昆
　
需
要
家
の
立
場
と
し
て
飼
料
米
が

や
た
ら
増
え
て
も
困
る
よ
う
な
話
は
な

い
で
す
か
。

塚
原
　
餌
の
中
の
10
％
を
超
え
る
と
肉

質
に
変
化
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ぎ
り
ぎ
り
使
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
ね
。
一
番
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
は
値
段
で
す
。
１
㎏
20
円
。
安
い

か
ら
増
量
剤
的
に
買
う
わ
け
で
す
。
た

だ
、
補
助
金
が
下
が
っ
て
い
く
と
高
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
飼
料
米

は
こ
れ
以
上
は
増
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
餌
と
し
て
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
50
％
ぐ
ら
い
配
合
し

て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
飼
料
米
は
10
％
超

え
る
と
よ
く
な
い
。
定
説
で
す
。

飼
料
工
場
へ
の
出
荷
に
は�

先
入
観
が
ま
だ
根
強
い

昆
　
流
通
シ
ス
テ
ム
が
な
い
な
か
で
、

国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
通
常
ル
ー
ト
に

乗
せ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
制
度
上
、

既
得
権
益
者
か
ら
余
計
な
こ
と
す
る
な

っ
て
言
わ
れ
た
り
し
て
ま
せ
ん
か
。

柳
原
　
餌
の
原
料
を
輸
入
す
る
商
社
は

全
農
を
含
め
て
数
社
し
か
な
い
の
で
、

そ
こ
以
外
か
ら
買
う
発
想
が
な
い
だ
け

で
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
別
に
既
得
権

益
も
何
も
な
い
。
唯
一
の
問
題
だ
っ
た

の
が
関
税
定
率
法
で
す
。
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２
０
１
６
年
で
し
た
か
ね
、
除
外
規

定
に
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
入
り
ま
し

た
の
で
、
一
応
全
国
ど
こ
の
飼
料
工
場

で
も
使
え
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
原
料
べ
ー
ス
で
混
ぜ
て
い
て
い

い
の
か
と
か
細
か
い
規
定
が
全
然
な
い
。

北
海
道
で
言
え
ば
、
苫
小
牧
は
函
館
税

関
の
判
断
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
と
こ
ろ
は
、
飼
料
工
場
と
し

て
は
や
っ
た
こ
と
な
い
と
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
先
入
観
の
方
が

先
行
し
て
ま
す
ね
。
つ
い
最
近
も
、
新

し
い
工
場
へ
の
搬
入
を
目
指
し
て
税
関

に
問
い
合
わ
せ
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
で

き
る
わ
け
な
い
っ
て
門
前
払
い
を
食
ら

っ
た
方
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

北
海
道
の
飼
料
工
場
の
な
か
で
扱
っ

て
な
い
の
は
５
社
中
１
社
だ
け
で
、
も

う
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。
で
も
全
国
的
に
は
ま
だ
浸
透

し
て
い
な
い
。ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
か
な
。

カ
ビ
の
件
は
、
基
本
的
に
は
国
産
の

小
麦
く
ず
と
か
大
豆
く
ず
を
扱
っ
て
い

る
の
で
、
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
我
々
も
相
当
量
を
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
こ
ち
ら
で
も
規

格
を
作
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
ろ
う
な
っ
て
。

何
人
か
協
力
い
た
だ
い
て
、
カ
ビ
毒
の

検
査
と
か
、
容
積
重
や
水
分
も
測
る
。

検
査
機
器
が
７
０
０
万
円
ぐ
ら
い
、
建

物
を
合
わ
せ
て
１
０
０
０
万
く
ら
い
か

か
り
ま
し
た
。
う
ち
は
直
接
粉
砕
し
て

い
る
の
で
、
必
ず
し
も
必
要
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
自
主
検
査
も
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
の
補
助
事
業
で
、
検
査
機

器
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
府
県
で
も

そ
う
い
う
取
り
組
み
が
増
え
て
い
け
ば

い
い
で
す
ね
。
今
後
は
日
本
と
し
て
の

規
格
を
作
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

団
体
戦
を
活
か
す�

全
国
組
織
の
設
立
へ

昆
　
い
ま
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
者
の
組

織
化
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
馬
鈴
薯
や
大
豆
の
組
合
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ビ
ー
活
動
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
地
域
単
位

の
農
業
と
い
う
こ
と
は
別
に
し
て
、
そ

れ
が
先
進
国
の
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
で

し
ょ
う
。
柳
原
さ
ん
は
北
海
道
内
を
越

え
た
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

柳
原
　
ち
ょ
っ
と
別
の
話
な
ん
で
す
け

ど
、
北
海
道
で
は
飼
料
用
の
２
倍
以
上

の
価
格
で
菓
子
用
で
の
販
売
も
始
ま
り

ま
し
た
。
全
生
産
量
の
う
ち
１
割
ほ
ど

で
す
ね
。
価
格
の
高
い
食
用
に
向
け
て

い
く
流
れ
も
だ
い
ぶ
出
て
き
ま
し
た
。

今
度
は
栽
培
量
が
増
え
た
府
県
で
も
、

こ
の
食
用
部
分
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

交
付
金
を
受
け
る
の
に
も
、
団
体
戦

は
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
ず
は
各
地
域

に
生
産
者
組
合
を
作
っ
て
い
た
だ
く
。

す
で
に
花
巻
は
で
き
て
福
岡
も
作
り
ま

し
た
。
１
軒
し
か
な
い
と
こ
ろ
で
も
仲

間
集
め
て
組
合
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

そ
の
上
部
組
織
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
昨
年
10
月
に
、
盛
川
さ
ん
と
九
州

の
結
城
良
裕
さ
ん
（
福
岡
県
那
珂
川
市
）

が
北
海
道
に
来
て
、
全
国
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
動
き
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
（
仮
称
：
日
本
メ

イ
ズ
生
産
者
協
会
）。
今
年
に
な
っ
て
か

ら
は
、岐
阜
県
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
「
サ

ポ
ー
ト
い
び
」
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま

し
た
。
２
月
中
に
は
協
会
設
立
総
会
を

予
定
し
て
ま
す
。

北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合
に
は
、
九

州
か
ら
北
海
道
ま
で
各
地
の
農
研
機
構

か
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
調
査
依
頼
が
あ
り
ま

す
。
各
地
で
研
究
し
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
が
、
情
報
の
発
信
と
い
う
面

で
は
交
通
整
理
を
し
た
い
。
上
部
組
織

設
立
は
そ
の
た
め
も
あ
り
ま
す
ね
。

北
海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合
は
、
一
番

遠
く
で
九
州
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
販
売

し
て
ま
す
け
れ
ど
、
で
き
れ
ば
そ
こ
で

地
元
の
生
産
者
と
連
携
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
。
我
々
は
北
海
道
を
メ
イ

ン
に
活
動
し
て
い
け
れ
ば
な
と
。

昨
年
末
に
農
水
省
へ
行
っ
た
際
、
団

体
な
の
か
個
人
と
し
て
来
る
の
か
っ
て

何
度
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
も
団

体
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

先
ほ
ど
検
査
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

日
本
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
特
化
し
た
検

査
室
を
持
っ
て
い
る
の
は
う
ち
ぐ
ら
い

だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
全
国
の
サ
ン

プ
ル
を
集
め
て
調
べ
ま
し
た
。
日
本
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
海
外
と
遜
色
な
い
、

あ
る
い
は
海
外
よ
り
も
い
い
よ
っ
て
こ

と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

当
面
は
リ
モ
ー
ト
中
心
に
な
る
で
し

ょ
う
が
、
生
産
者
同
士
の
繋
が
り
を
も

っ
と
深
め
た
い
。
そ
れ
に
尽
き
ま
す
。

協
会
は
そ
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昆
　
国
産
Ｎ
ｏ
ｎ

-

Ｇ
Ｍ
と
い
う
の
は

食
品
の
ほ
う
が
ア
ピ
ー
ル
し
や
す
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
上
手
な
と
こ
ろ
が

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
け
ば
、
量
が
は
け

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
飼
料
仕
向
け
で
な
く
て
も
交
付
金
が

付
く
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
の
意
味
で

も
皆
さ
ん
が
自
ら
営
業
す
る
こ
と
を
含

め
、
関
係
者
を
地
域
の
中
で
増
や
し
て

い
く
こ
と
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
見
る
前

に
飛
べ
る
皆
さ
ん
だ
か
ら
拡
げ
て
い
け

る
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。


